




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































i and the 
Construction of Im
perial Japan, H
arvard U
niversity A
sia Center, 
2017. p234
）。
団
体
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
妥
当
な
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
聖
徳
太
子
一
千
三
百
年
御
忌
奉
賛
会
お
よ
び
聖
徳
太
子
奉
讃
会
で
主
事
を
務
め
た
山
岡
超
舟
が
、
吉
野
神
宮
奉
賛
会
で
幹
事
を
務
め
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
山
岡
は
鉄
舟
の
子
で
本
名
は
良
旗
、
都
新
聞
記
者
を
つ
と
め
、
大
正
六
年
に
鳥
居
竜
蔵
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
郷
土
史
研
究
団
体
・
武
蔵
野
会
に
最
初
期
か
ら
関
係
、
後
に
評
議
員
に
な
っ
た
（
三
橋
広
延
「
山
岡
超
舟
と
武
蔵
野
会
」〈『
武
蔵
野
』
九
〇
│
一
、
平
成
二
七
年
〉、
同
「
山
岡
超
舟
の
経
歴
（
補
訂
）」〈『
武
蔵
野
』
九
一
│
一
、
平
成
二
八
年
〉、「
山
岡
超
舟
」〈『
武
蔵
野
』
九
四
│
一
〔
特
集
・
武
蔵
野
文
化
人
名
録
稿
〕、
令
和
元
年
〉）。
双
方
の
団
体
の
実
務
担
当
者
が
同
一
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
山
岡
に
つ
い
て
は
三
橋
広
延
氏
の
御
示
教
を
得
た
。
